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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第75期

第２四半期
連結累計期間

第76期
第２四半期
連結累計期間

第75期

会計期間
自 2022年４月１日
至 2022年９月30日

自 2023年４月１日
至 2023年９月30日

自 2022年４月１日
至 2023年３月31日

売上高 (千円) 19,454,213 19,254,625 38,129,976

経常利益 (千円) 1,452,413 1,777,231 2,169,523

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 1,080,316 1,374,732 1,436,799

四半期包括利益
又は包括利益

(千円) 2,616,747 2,004,749 2,219,835

純資産額 (千円) 30,374,209 31,308,049 29,977,297

総資産額 (千円) 46,470,103 48,944,371 47,275,324

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 130.85 166.21 173.92

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 65.4 64.0 63.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 118,714 2,965,238 2,090,190

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,717,543 △1,327,332 △3,604,086

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △191,669 △818,232 87,097

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 9,862,450 11,036,816 10,013,538
 

 

回次
第75期

第２四半期
連結会計期間

第76期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2022年７月１日
至 2022年９月30日

自 2023年７月１日
至 2023年９月30日

１株当たり四半期
純利益金額

(円) 29.56 99.82
 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると

認識している主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要

な変更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 財政状態及び経営成績の状況

① 経営成績

当第２四半期連結累計期間における経済情勢は、コロナ禍での行動規制緩和に伴う経済活動の正常化が進み、景

気は緩やかな回復基調で推移しているものの、ウクライナ情勢の長期化や資源・エネルギー価格の高騰による物価

上昇、主要国での金融引締めの長期化に伴う景気減速が懸念されるなど、先行き不透明な状況が続いております。

このような状況のもと、当社グループは、中国シフトが進む液晶ディスプレイ関連の需要拡大に応じた生産・供

給体制の強化・合理化を推進するとともに、自動車や情報・電子デバイスなど成長分野での新たなニーズ獲得に注

力し、安定収益基盤の拡大と収益性の向上を図っております。また、環境変化に強い事業構造への転換に向けて、

バイオマス材料・製品や革新的生産プロセスの開発、新規事業開発体制の強化などに取り組んでおります。

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、スマートフォンなど情報・電子分野の需要低迷が続いており

ますが、液晶ディスプレイ関連分野での生産調整が一巡し、需要の回復が進んだことにより、売上高は前年同期並

みの192億54百万円（前年同期比1.0％減）となりました。利益面では、液晶ディスプレイ関連用途の粘着剤の増産

効果やコスト削減、採算是正の効果などにより、営業利益は16億70百万円（前年同期比53.7％増）となり、経常利

益は17億77百万円（前年同期比22.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は13億74百万円（前年同期比

27.3％増）となりました。

セグメントの状況は、以下のとおりです。

 
＜ケミカルズ＞

ケミカルズの売上高は180億11百万円（前年同期比0.1％増）となりました。製品別の状況は、以下のとおりで

す。

粘着剤製品は、液晶ディスプレイ関連分野での需要回復を受けて、中国市場を中心に販売数量が増加したことな

どにより、売上高は131億79百万円（前年同期比15.9％増）となりました。

微粉体製品は、中国市場での需要低迷が続く光拡散用途の販売数量が減少したことなどにより、売上高は11億67

百万円（前年同期比19.0％減）となりました。

特殊機能材製品は、中国市場でのスマートフォン市況低迷の影響を受けて電子材料用途の販売数量が減少したこ

となどにより、売上高は11億19百万円（前年同期比32.4％減）となりました。

加工製品は、中国市場でのスマートフォン市況低迷に伴う価格競争の激化や電子表示用途での在庫調整の影響を

受けて機能性粘着テープの販売が減少したことなどにより、売上高は25億44百万円（前年同期比27.6％減）となり

ました。

＜装置システム＞

装置システムについては、設備関連の一部案件の工期変更や熱媒体油の受注が低調であったことなどにより、売

上高は12億43百万円（前年同期比15.2％減）となりました。
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② 財政状態

当第２四半期連結会計期間末（以下「当期末」という。）の総資産は、前連結会計年度末（以下「前期末」とい

う。）に比べて16億69百万円増加し、489億44百万円となりました。

流動資産は、現金及び預金、棚卸資産が減少したものの、受取手形、売掛金及び契約資産、有価証券が増加した

ことなどにより、前期末に比べ10億67百万円増加し、283億55百万円となりました。

固定資産は、有形固定資産が増加したことなどにより、前期末に比べ6億1百万円増加し、205億88百万円となりま

した。

一方、負債については賞与引当金が減少したものの、支払手形及び買掛金、電子記録債務、契約負債等のその他

流動負債が増加したことなどにより、前期末に比べ3億38百万円増加し、176億36百万円となりました。

当期末における純資産は、利益剰余金、為替換算調整勘定が増加したことなどにより、前期末に比べ13億30百万

円増加し、313億8百万円となりました。

この結果、自己資本比率は前期末63.4％から0.6ポイント増加し64.0％となりました。

 
(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前期末に比べ10億23

百万円増加し、110億36百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありま

す。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果増加した資金は、29億65百万円（前年同期は1億18百万円の増加）となりました。

これは、主に税金等調整前四半期純利益17億62百万円、減価償却費10億82百万円に伴う増加などによるものであ

ります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果減少した資金は、13億27百万円（前年同期は17億17百万円の減少）となりました。

これは、主に有形固定資産の取得12億25百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果減少した資金は、8億18百万円（前年同期は1億91百万円の減少）となりました。

これは、主に配当金の支払額７億円によるものであります。

 
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発費の総額は6億89百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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(5) 主要な設備

① 当第２四半期連結累計期間において、前連結会計年度末に計画中であった主要な設備の新設について完了したも

のは、次のとおりであります。

会社名
事業所名

(所在地)

セグメント

の名称
設備の内容 投資額 完了年月

綜研高新材料

（南京）

有限公司

中国

江蘇省南京市
ケミカルズ 粘着剤生産設備 187百万元 2023年４月

 

 
② 当四半期報告書提出日現在における主要な設備の新設の計画は次のとおりであります。

会社名
事業所名

(所在地)

セグメント

の名称
設備の内容

投資予定額

着手年月
完了予定

年月
総額 既支払額

綜研高新材料

（南京）

有限公司

中国

江蘇省南京市
ケミカルズ 粘着剤生産設備 83百万元 59百万元 2021年９月 2024年４月

 

 

３ 【経営上の重要な契約等】

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 33,200,000

計 33,200,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2023年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2023年11月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,300,000 8,300,000
東京証券取引所
スタンダード市場

完全議決権株式であり、権利内
容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式であります。
また、単元株式数は100株であ
ります。

計 8,300,000 8,300,000 ― ―

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2023年７月１日～
 2023年９月30日

－ 8,300,000 － 3,361,563 － 3,402,809
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(5) 【大株主の状況】

2023年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

東京中小企業投資育成株式会社 東京都渋谷区渋谷三丁目29－22 333 4.02

株式会社日本カストディ銀行
（信託口)

東京都中央区晴海一丁目８－12 286 3.45

綜研化学従業員持株会 東京都豊島区高田三丁目29－５ 249 3.02

日本証券金融株式会社
東京都中央区日本橋茅場町１丁目２－１０
号

245 2.97

光通信株式会社 東京都豊島区西池袋一丁目４－10 226 2.73

中島 幹 東京都世田谷区 172 2.09

BNYM RE BNYMLB RE GPP CLIENT
MONEY AND ASSETS AC
（常任代理人 株式会社三菱UFJ
銀行）

7 OLD PARK LANE, LONDON W1K 1QR
（東京都千代田区丸の内二丁目７－１）

166 2.01

BBH FOR FIDELITY LOW-PRICED
STOCK FUND （ PRINCIPAL ALL
SECTOR SUBPORTFOLIO）
（常任代理人 株式会社三菱UFJ
銀行）

245 SUMMER STREET BOSTON,
MA 02210 U.S.A.
（東京都千代田区丸の内二丁目７－１）

148 1.79

JPモルガン証券株式会社 東京都千代田区丸の内二丁目７－３ 142 1.72

吉田 喜一 大阪府大阪市 141 1.70

計 ― 2,111 25.50
 

 (注) １．株式数は、いずれも千株未満を切り捨てて表示しております。また、発行済株式（自己株式を除く。）

 の総数に対する所有株式数の割合は、いずれも小数点以下第２位未満を四捨五入して表示しております。

 ２．上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

       株式会社日本カストディ銀行                           286千株

３．2023年７月24日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書の変更報告書において、エフエムアール 

エルエルシー（FMR LLC)が2023年７月14日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、

当社として当第２四半期会計期間末現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の

状況には含めておりません。

なお、その大量保有報告書の変更報告書の内容は以下のとおりであります。

 

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

エフエムアール エルエルシー
（FMR LLC)

245 Summer Street, Boston,
Massachusetts 02210 USA

391 4.73
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2023年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式
 
―

 
―

 
―

 

議決権制限株式(自己株式等)
 
―

 
―

 
―

 

議決権制限株式(その他)
 
―

 

 
―

 

 
―

 

完全議決権株式(自己株式等)
  (自己保有株式)
普通株式 18,300
 

―
 
―

 

完全議決権株式(その他) 普通株式 8,268,700
 

82,687
 
―

 

単元未満株式 普通株式 13,000
 

―
 

１単元（100株）未満の株式
 

発行済株式総数 8,300,000 ― ―

総株主の議決権 ― 82,687 ―

 

 (注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式47株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

2023年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
綜研化学株式会社

東京都豊島区
高田三丁目29番５号

18,300
 
―

 
18,300 0.22

計 ― 18,300
 
―

 
18,300 0.22

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2023年７月１日から2023年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2023年４月１日から2023年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、ＰｗＣあらた有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 7,013,538 6,036,816

  受取手形、売掛金及び契約資産 8,360,343 ※4  9,102,923

  電子記録債権 2,471,492 ※4  2,320,846

  有価証券 3,000,000 5,000,000

  商品及び製品 4,227,589 4,139,073

  仕掛品 56,395 114,015

  原材料及び貯蔵品 1,588,488 1,326,564

  その他 592,039 337,659

  貸倒引当金 △21,114 △22,076

  流動資産合計 27,288,771 28,355,822

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 ※2  17,713,586 ※2  18,426,515

    減価償却累計額 △9,823,071 △10,237,886

    建物及び構築物（純額） 7,890,514 8,188,628

   機械装置及び運搬具 ※2  22,478,346 ※2  23,764,758

    減価償却累計額 △16,893,304 △17,554,943

    機械装置及び運搬具（純額） 5,585,041 6,209,815

   土地 ※2  1,430,842 ※2  1,450,246

   使用権資産 777,518 806,556

    減価償却累計額 △222,880 △241,783

    使用権資産（純額） 554,638 564,772

   建設仮勘定 2,178,067 1,541,718

   その他 ※2  3,519,782 ※2  3,929,361

    減価償却累計額 △2,618,106 △2,790,770

    その他（純額） 901,676 1,138,591

   有形固定資産合計 18,540,780 19,093,772

  無形固定資産   

   その他 273,915 324,939

   無形固定資産合計 273,915 324,939

  投資その他の資産   

   投資有価証券 42,585 54,303

   繰延税金資産 1,077,594 1,077,107

   その他 170,386 165,056

   貸倒引当金 △118,710 △126,630

   投資その他の資産合計 1,171,856 1,169,837

  固定資産合計 19,986,552 20,588,549

 資産合計 47,275,324 48,944,371
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 6,965,033 7,025,652

  電子記録債務 611,795 656,469

  短期借入金 1,223,802 1,224,485

  1年内返済予定の長期借入金 1,641,067 1,703,436

  未払法人税等 352,262 275,688

  賞与引当金 550,606 422,597

  役員賞与引当金 48,500 35,000

  完成工事補償引当金 2,300 2,000

  工事損失引当金 1,738 139

  その他 2,279,570 2,578,960

  流動負債合計 13,676,676 13,924,428

 固定負債   

  長期借入金 1,670,085 1,651,283

  退職給付に係る負債 1,772,783 1,736,901

  資産除去債務 46,746 46,796

  その他 131,734 276,911

  固定負債合計 3,621,349 3,711,893

 負債合計 17,298,026 17,636,321

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,361,563 3,361,563

  資本剰余金 3,412,260 3,422,850

  利益剰余金 20,515,604 21,187,680

  自己株式 △40,026 △21,955

  株主資本合計 27,249,402 27,950,138

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 9,082 20,800

  為替換算調整勘定 2,684,487 3,301,264

  退職給付に係る調整累計額 34,324 35,846

  その他の包括利益累計額合計 2,727,894 3,357,911

 純資産合計 29,977,297 31,308,049

負債純資産合計 47,275,324 48,944,371
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

売上高 19,454,213 19,254,625

売上原価 14,206,269 13,396,508

売上総利益 5,247,944 5,858,117

販売費及び一般管理費 ※  4,160,549 ※  4,187,189

営業利益 1,087,395 1,670,928

営業外収益   

 受取利息及び配当金 20,965 27,882

 為替差益 324,679 157,756

 補助金収入 29,666 14,049

 雑収入 31,383 30,671

 営業外収益合計 406,695 230,359

営業外費用   

 支払利息 15,298 72,149

 支払手数料 15,496 41,345

 雑損失 10,881 10,561

 営業外費用合計 41,676 124,056

経常利益 1,452,413 1,777,231

特別利益   

 固定資産売却益 5,664 176

 補助金収入 75,091 －

 特別利益合計 80,756 176

特別損失   

 固定資産除売却損 86,570 14,856

 固定資産圧縮損 75,091 －

 特別損失合計 161,661 14,856

税金等調整前四半期純利益 1,371,508 1,762,551

法人税等 291,192 387,818

四半期純利益 1,080,316 1,374,732

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,080,316 1,374,732
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

四半期純利益 1,080,316 1,374,732

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △79 11,717

 為替換算調整勘定 1,528,539 616,776

 退職給付に係る調整額 7,971 1,521

 その他の包括利益合計 1,536,431 630,016

四半期包括利益 2,616,747 2,004,749

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 2,616,747 2,004,749
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,371,508 1,762,551

 減価償却費 922,887 1,082,401

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 6,300 7,920

 賞与引当金の増減額（△は減少） △210,407 △128,008

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △14,047 △33,677

 完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △4,100 △300

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △30,500 △13,500

 工事損失引当金の増減額（△は減少） 417 △1,599

 受取利息及び受取配当金 △20,965 △27,882

 支払利息 15,298 72,149

 為替差損益（△は益） △111,233 △38,104

 補助金収入 △104,758 △14,049

 固定資産圧縮損 75,091 －

 固定資産除売却損益（△は益） 80,905 14,680

 売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） 913,693 △399,202

 仕入債務の増減額（△は減少） △1,853,338 △85,005

 棚卸資産の増減額（△は増加） △513,488 440,269

 未払消費税等の増減額（△は減少） △157,247 237,624

 その他 117,363 547,029

 小計 483,378 3,423,296

 利息及び配当金の受取額 21,189 23,454

 補助金の受取額 29,666 14,049

 利息の支払額 △6,381 △73,476

 法人税等の支払額 △409,138 △479,803

 法人税等の還付額 － 57,717

 営業活動によるキャッシュ・フロー 118,714 2,965,238

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △1,794,243 △1,225,367

 有形固定資産の売却による収入 4,549 176

 無形固定資産の取得による支出 － △104,293

 その他 72,151 2,152

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,717,543 △1,327,332

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の増減額（△は減少） △17,570 △82,933

 長期借入れによる収入 452,067 222,535

 長期借入金の返済による支出 － △249,499

 配当金の支払額 △618,602 △700,955

 その他 △7,564 △7,379

 財務活動によるキャッシュ・フロー △191,669 △818,232

現金及び現金同等物に係る換算差額 449,462 203,605

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,341,035 1,023,278

現金及び現金同等物の期首残高 11,203,486 10,013,538

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  9,862,450 ※  11,036,816
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

 税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

１ 当座貸越契約及び貸出コミットメントについて

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行５行と当座貸越契約及び貸出コミットメント契約を締結し

ております。これら契約に基づく当第２四半期連結会計期間末の借入未実行残高は次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

当座貸越極度額及び
貸出コミットメントの総額

2,300,000千円 2,300,000千円

借入実行残高 ―千円 ―千円

   差引 2,300,000千円 2,300,000千円
 

 

※２ 固定資産圧縮記帳

国庫補助金等受入により取得価額から直接減額した価額の内訳

 

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

建物 64,212千円 64,212千円

機械装置 366,035千円 363,328千円

土地 33,170千円 33,170千円

その他 10,630千円 10,630千円
 

 

３ 受取手形裏書譲渡高及び電子記録債権譲渡高

 

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

 729,835千円 745,154千円
 

 

※４ 四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しておりま

す。

なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形等

を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

 

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

受取手形 ―千円 26,892千円

電子記録債権 ―千円 66,977千円
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(四半期連結損益計算書関係)

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

給与手当 949,580千円 960,369千円

賞与引当金繰入額 204,441千円 148,796千円

役員賞与引当金繰入額 32,500千円 35,000千円

退職給付費用 53,477千円 48,853千円

研究開発費 681,383千円 689,582千円

荷造運搬費 638,398千円 637,197千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

現金及び預金勘定 6,362,450千円 6,036,816千円

有価証券 3,500,000千円 5,000,000千円

現金及び現金同等物 9,862,450千円 11,036,816千円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

１. 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2022年６月24日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 618,836 75 2022年３月31日 2022年６月27日
 

 
２. 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

   該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

１. 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2023年６月23日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 702,657 85 2023年３月31日 2023年６月26日
 

 
２. 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

   該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

(単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２ケミカルズ 装置システム 計

売上高      

  外部顧客への売上高 17,987,382 1,466,831 19,454,213 － 19,454,213

  セグメント間の
  内部売上高又は振替高

172 11,910 12,082 △12,082 －

計 17,987,554 1,478,741 19,466,296 △12,082 19,454,213

セグメント利益 1,036,199 45,247 1,081,446 5,948 1,087,395
 

 (注)１．セグメント利益の調整額5,948千円は、セグメント間取引消去であります。

 ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

(単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２ケミカルズ 装置システム 計

売上高      

  外部顧客への売上高 18,011,142 1,243,483 19,254,625 － 19,254,625

  セグメント間の
  内部売上高又は振替高

34,204 14,360 48,564 △48,564 －

計 18,045,346 1,257,843 19,303,190 △48,564 19,254,625

セグメント利益 1,650,591 16,474 1,667,066 3,861 1,670,928
 

 (注)１．セグメント利益の調整額3,861千円は、セグメント間取引消去であります。

 ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日 至　2022年９月30日）

 
  (単位：千円)

セグメント ケミカルズ 装置システム 合計

    

商品ユニット    

粘着剤 11,372,948 ― 11,372,948

微粉体 1,442,398 ― 1,442,398

特殊機能材 1,657,242 ― 1,657,242

加工製品 3,514,792 ― 3,514,792

装置システム ― 1,466,831 1,466,831

顧客との契約から生じる収益 17,987,382 1,466,831 19,454,213

    

主たる地域市場    

日本 5,479,434 1,387,883 6,867,317

中国 9,973,616 3,960 9,977,576

その他 2,534,332 74,988 2,609,320

顧客との契約から生じる収益 17,987,382 1,466,831 19,454,213
 

 
当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日 至　2023年９月30日）

 
  (単位：千円)

セグメント ケミカルズ 装置システム 合計

    

商品ユニット    

粘着剤 13,179,321 ― 13,179,321

微粉体 1,167,681 ― 1,167,681

特殊機能材 1,119,499 ― 1,119,499

加工製品 2,544,639 ― 2,544,639

装置システム ― 1,243,483 1,243,483

顧客との契約から生じる収益 18,011,142 1,243,483 19,254,625

    

主たる地域市場    

日本 5,985,695 1,201,747 7,187,443

中国 9,715,710 2,112 9,717,822

その他 2,309,735 39,624 2,349,359

顧客との契約から生じる収益 18,011,142 1,243,483 19,254,625
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(１株当たり情報)

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 130円85銭 166円21銭

 (算定上の基礎)   

 親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 1,080,316 1,374,732

 普通株主に帰属しない金額(千円) － －

 普通株式に係る親会社株主に帰属する
 四半期純利益金額(千円)

1,080,316 1,374,732

 普通株式の期中平均株式数(千株) 8,255 8,271
 

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

 該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

2023年11月７日

綜研化学株式会社

取締役会  御中

 

ＰｗＣあらた有限責任監査法人

　東京事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 五 代  英 紀  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 天 野 祐 一 郎  

 

 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている綜研化学株式会

社の2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2023年７月１日から2023年９

月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、綜研化学株式会社及び連結子会社の2023年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュ

　ー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施

　される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

　められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

　当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

　いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

　において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

　注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

　いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

　企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

　成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

　財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

　信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

　査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

　監査人の結論に対して責任を負う。

 
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以 上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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